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．背景および目的

富栄養化した湖沼等の水質改善策として

窒素除去は重要な問題である。この問題に

対して、コストと環境負荷の両面から、天

然素材を利用した浄化資材の開発を行って

きた。これまでに NO3-N 除去率、COD 濃

度および水質浄化資材量の関係から、汚濁

水に対する水質浄化資材量が推定されてい

る 1,2)。しかし、推定に COD 濃度を用いた

ため、有機物汚濁の詳細把握が難しく、ま

た、分析工程での誤差が懸念されてきた。  

そこで本研究では、従来からの COD 濃

度に加えて TOC 濃度を有機物指標として

検討項目に加えた。さらに、既報で使用し

た全ての試験区を用いた実験を行うことで、

より明確な有機物指標を用いた浄化資材量

推定法の探索を目的とした。  
．実験概要

供試材

稲わらと蒸留水が重量比で 1:20、水温

25℃の条件下で 72 時間浸漬し、稲わら成分

浸出液を作製した。この稲わら成分浸出液

にナラ木炭を 48 時間真空浸漬処理するこ

とで、脱窒菌を担持した処理木炭を供試材

とした。  

供試液

NO3-N が 15mg/L になるよう水道水に硝

酸カリウム(KNO3)を加え、供試液として実

験に使用した。  

実験方法

容量 1000mL の塩化ビニール容器に、供

試材と供試液が重量比で 1:5、1:10、1:15、
1:20、1：25、1:30、1:50、1:100 となる試験

区を設け充填した。この塩化ビニール容器

を、脱窒菌の最適活性温度とされる 25℃に

設定したインキュベータ内に 3 反復で静置

した。供試液は実験開始 0、6、12、24、48、
72 時間毎に採水し、水質分析を行った。今

回は同一の設定で 2 度の実験を行った。  
推定方法

NO3-N 除去率と COD 濃度または TOC 濃

度の関係より得られる指数関数の近似曲線

より、(1)式のモデルを求める。  
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C：有機物指標濃度(COD 濃度の場合は CCOD、

TOC 濃度の場合は CTOC とする)、 ：

NO3-N 除去率、K1 および K2：変数である。 

さらに、有機物指標濃度と水質浄化資材

の充填比率の関係より得られる累乗関数の

近似曲線より、(2)式のモデルを求める。  
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PR(Prediction Rate)：木炭を 1 とした時の汚

濁水の最適予測比率、K3 および K4：変数で

ある。(1)式より NO3-N 除去率を 100%にし

た際の C を算出し、これを(2)式に代入する

ことにより最適予測比率 PR とした。  
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．結果および考察

既報 1,2)同様に 24 時間目以降の結果を用

いて最適予測比率の推定を行った。  

NO3-N 除去率と COD 濃度の関係から、

(3)式の関数を得た（ ）。  

・・・(3) 
さらに、COD 濃度と水質浄化資材の充填

比率の関係から、(4)式の関数を得た（ ）。 
・・・(4) 

(3)式および(4)式より COD 濃度を推定に

導入した場合に NO3-N 除去率を 100%とし

た際の PR は 6.65 と推定された。  

次に、NO3-N 除去率と TOC 濃度の関係

から、(5)式の関数を得た（ ）。  

・・・(5) 

さらに、TOC 濃度と水質浄化資材の充填

比率の関係から、(6)式の関数を得た（ ）。 

・・・(6) 
(5)式および(6)式より TOC 濃度を推定に

導入した場合に NO3-N 除去率を 100%とし

た際の PR は 5.90 と推定された。  

NO3-N 除去率と有機物指標濃度の関係で

ある (R2=0.69)および (R2=0.78)と、

有機物指標濃度と充填比率の関係である

(R2=0.87)および (R2=0.91)の寄与

率を比較すると、どちらの関係性において

も TOC 濃度を推定に用いた方がデータと

関数の当てはまりが良いと示された。また、

TOC 濃度の場合は有機物汚濁を全有機炭

素と断定できることから、今まで以上に明

確な水質変化を捉えることが可能といえる。 

以上のことから、TOC 濃度を推定に導入

する方が、精度の高い推定結果が得られる

と考えられた。  
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